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『
太
平
記
』

に
お
け
る
岩
松
経
家
一
族
の
考
察

rlく _!I~l{己j における計松経家一族の15・祭

日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
二
年

宜

秀

高

野

て
初
め
に

利
払
は
、
「
太
平
記
」
研
究
を
行
う
時
に
史
料
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
そ
の
考
察
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
に

至
っ
た
理
由
は
、
久
米
邦
武
(
一
八
三
九
1
一
九
一
二
一
)
の
「
太
平
記
は
史
学
に
益
な
し
」
と
い
う
論
文
で
あ
る
。
久
米
は
、
『
太
平
記
』

の
記
述
を
作
者
の
創
作
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
釈
し
、
歴
史
学
に
と
っ
て
価
値
の
な
い
作
品
と
位
世
づ
け
た
の
だ
。
殊
に
次
の
文
章
は
、

久
米
の
「
太
平
記
」
蔑
視
を
最
も
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
。
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「
太
平
記
は
史
学
に
益
な
し
」

〈
前
略
〉

箪
を
栓
て
無
理
購
文
壇
講
の
務
咽
を
始
め
、
無
種
離
を
形
容
し
て
、
花
山
院
・
師
賢
・
四
保
隆
資
・
調
院
賞
世
・
日
野
俊
基
・
僧
跡

雅
・
玄
基
等
・
土
岐
多
治
見
足
助
の
諸
武
士
と
〔
烏
帽
子
を
脱
て
替
を
放
ち
、
法
師
は
衣
を
き
ず
白
衣
に
な
り
〕
と
云
ま
で
に
て
は

事
足
ら
ぬ
故
に
、
〔
年
十
七
八
な
る
女
の
、
時
か
た
ち
優
い
、
庸
こ
と
に
滑
ら
か
な
る
を
、
二
十
能
人
偏
の
単
計
を
き
せ
て
酌
を
取

せ
け
れ
は
、
雪
の
膚
す
き
遊
り
て
、
太
液
の
芙
蓉
新
に
水
を
出
た
る
に
異
な
ら
ず
〕
と
は
さ
な
が
ら
偽
固
巴
里
の
淫
簡
に
、
レ
ー
ス

を
衣
て
庖
に
聯
な
る
娼
児
の
如
く
、
裸
恒
婦
人
を
辿
ね
た
る
狼
醜
い
一
一
樹
し
巻
を
掩
は
し
む
、

間際日本学論叢

〈
後
略
〉

久
米
の
論
文
は
、
「
太
平
記
」
の
価
値
や
豊
か
な
文
学
性
を
著
し
く
舵
め
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
同
時
代
の
史
料
と
対
比
さ
せ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史
学
で
は
、
二
一
世
紀
の
現
代
社
会
で
も
論
文
執
筆
や
史
料
集
成
の
時

に
、
「
太
平
記
」
を
史
料
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
久
米
の
よ
う
に
無
益
と
し
て
排
除
す
る
極
端
な
論
も
岡
る
が
、

『
太
平
記
」
の
記
述
を
過
信
し
て
、
史
料
の
よ
う
に
扱
う
の
も
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
者
の
訴
衷
と
も
い
え
る
の
が
、
「
太
平
記
』
と

史
料
と
の
対
照
に
よ
っ
て
史
実
を
追
究
す
る
と
い
う
手
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
は
、
こ
の
よ
う
な
視
座
の
も
と
に
進
め
て
い
く
こ

一
つ
の
本
に
依
存
す
る
こ
と
を
避

と
に
す
る
。
ま
た
、
使
用
す
る
『
太
平
記
』
は
、
古
態
・
本
と
さ
れ
る
西
源
院
本
を
メ
イ
ン
と
し
た
が
、

け
る
た
め
、
適
宜
他
の
本
も
比
較
さ
せ
た
。
『
梅
松
澄
は
、
古
本
系
統
の
京
都
大
学
本
を
活
用
し
た
。

一
般
的
に
『
太
平
記
』
と
『
梅
松
論
』
の
記
述
内
容
を
も
と
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
新
田
義
貞
の

新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
は
、
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研
究
者
と
し
て
有
名
な
歴
史
学
者
峰
岸
純
夫
は
、
文
学
作
品
の
「
太
平
記
』
や
『
梅
松
論
」
の
記
述
を
引
用
し
て
、
歴
史
的
事
実
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。
奥
富
敬
之
は
、
『
上
州
新
田
一
族
」
の
中
で
、
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
を
述
べ
る
際
に
『
太
平
記
』
の
記
述
に
依
存
し
て
、

執
筆
し
た
。
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
元
教
授
の
佐
藤
和
彦
は
、
『
南
北
朝
内
乱
」
に
お
い
て
、
「
太
平
記
」
巻
二
十
の
燈
明
寺
頓
に
お
け

る
義
貞
戦
死
の
記
述
の
み
で
義
貞
へ
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
佐
藤
は
、
巻
二
十
の
職
死
場
面
の
み
で
、
義
貞
軍
が
騎
馬
を
中
心
に
し
た

『太平記』における岩松経家一族の考察

軍
団
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。

若
手
研
究
者
で
は
、
田
中
奈
保
が
、
論
文
「
新
田
義
貞
」
に
お
い
て
、
史
料
を
一
点
も
あ
げ
ず
、
全
面
的
に
『
太
平
記
」
の
記
述
の

み
で
歴
史
的
事
実
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
問
中
奈
保
は
峰
岸
や
山
本
隆
志
、
問
中
大
喜
の
論
文
(
年
行
研
究
)
の
見
解
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
て
、
過
去
の
成
果
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
田
中
奈
保
は
、
世
良
聞
の
有
檀
人
が
過
酷
な
鎌
倉
幕
府
の
徴
税
(
黒

沼
彦
四
郎
入
道
と
紀
出
雲
介
親
連
)
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
義
貞
を
頼
っ
た
と
す
る
私
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
根
拠
と
な
る
史
料
や
「
太
平

記
』
以
外
の
資
料
を
提
示
せ
ず
、
空
論
の
域
を
出
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
田
中
が
過
酷
な
徴
税
と
い
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
『
太
平

記
』
の
記
述
ど
お
り
、
新
田
氏
へ
六
万
貫
を
要
求
し
た
の
か
、
史
料
で
裏
づ
け
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
田
中
は
、
「
太
平
記
』

の
記
述
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
指
摘
し
た
い
。

そ
の
他
、
新
田
義
貞
の
故
郷
(
上
野
国
)
に
あ
た
る
群
馬
県
の
自
治
体
編
纂
の
『
群
馬
県
史
』
〈
通
史
編
・
資
料
編
〉
や
『
太
田
市
史
』

〈
通
史
編
・
史
料
編
〉
、
「
新
田
町
誌
」
〈
第
四
巻
特
集
編
〉
、
『
尾
島
町
誌
」
〈
通
史
編
上
巻
〉
は
、
「
太
平
記
」
の
記
述
を
史
料
と
し
て
論
文

内
で
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
「
太
田
市
史
』
〈
史
料
編
〉
と
『
群
馬
県
史
』
〈
資
料
編
〉
は
、
『
太
平
記
」
と
「
梅
松
論
』

を
史
料
と
位
置
づ
け
て
載
せ
て
い
る
。
群
馬
県
外
の
自
治
体
編
纂
の
市
史
で
は
、
『
逗
子
市
史
』
が
、
錯
倉
攻
め
の
総
大
将
を
足
利
千
寿

王
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
『
梅
松
論
」
の
見
解
を
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
太
平
記
」
や
「
梅
松
論
」
は
、
作
者
の
歴
史
観
や
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四

視
点
、
立
場
に
よ
っ
て
脚
色
さ
れ
て
い
る
の
で
、
依
存
し
過
ぎ
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。

「
太
平
記
』
の
鎌
倉
攻
め
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
田
氏
本
・
宗
系
統
の
大
館
氏
や
堀
口
氏
、
脇
屋
氏
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、

上
野
国
新
田
荘
内
の
実
力
者
岩
松
氏
の
動
向
を
見
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
岩
松
氏
は
、
『
太
平

記
』
巻
十
の
新
田
義
貞
挙
兵
で
生
品
明
神
(
現
同
定
史
跡
生
口
聞
神
社
境
内
)
に
駆
け
つ
け
る
武
将
の
一
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
『
太
平
記
』
に
お
け
る
岩
松
経
家
に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
、
銀
倉
攻
め
の
役
割
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
新
聞
と
足
利

の
両
氏
の
血
統
を
受
け
継
ぐ
岩
松
経
家
の
一
族
を
『
太
平
記
」
と
史
料
か
ら
の
比
較
・
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。
本
研
究
の
特
色
は
、
従
来
の
歴
史
学
分
野
と
日
本
文
学
の
枠
組
み
を
超
越
し
て
、
そ
の
融
合
に
よ
っ
て
新
し
い
成
果
を
あ
げ
る

間際日本学論農

こ
と
で
あ
り
、
法
政
大
学
国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

1
ト
の
学
際
性
(
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
)
を
活
か
し

た
軍
記
物
語
と
史
料
の
比
較
研
究
で
あ
る
。

二
、
岩
松
氏
に
つ
い
て

岩
松
氏
は
、
新
田
氏
開
祖
の
義
重
(
源
義
国
の
子
)
の
跡
を
継
い
だ
二
代
当
主
新
田
義
兼
の
女
と
足
利
義
純
(
足
利
氏
二
代
当
主
足
利

義
兼
の
子
)
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
時
兼
が
、
岩
松
郷
を
支
配
し
た
こ
と
か
ら
興
っ
た
。
岩
松
時
兼
の
弟
時
朝
は
、
田
中
姓
を
名
乗
っ
た
。

そ
の
後
の
岩
訟
氏
は
、
村
田
氏
や
寺
井
氏
、
金
井
氏
、
田
部
井
氏
、
桜
塚
氏
、
田
嶋
氏
な
ど
を
分
立
し
、
新
田
荘
内
に
勢
力
を
拡
雌
し

た
岩
松
氏
開
進
の
き
っ
か
け
は
、
新
田
氏
本
宗
家
の
凹
代
当
主
新
聞
政
義
が
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
預
か
っ
て
い
た
閑
人
を
逃
が
す
と
い
う
ミ
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ス
や
京
都
大
番
役
の
勤
務
中
に
幕
府
へ
無
断
で
出
家
し
て
し
ま
う
な
ど
の
度
重
な
る
失
態
を
犯
し
、
没
落
し
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
没

落
し
た
新
田
氏
本
宗
家
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
世
良
国
頼
氏
が
、
文
永
九
(
一
二
七
二
)
年
の
二
月
騒
動
で
失
脚
し
た
。
世
良
田
頼
氏
の

正
室
が
名
舗
助
教
時
の
姉
妹
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
不
運
に
遭
っ
た
。
長
楽
寺
に
伝
わ
る
系
図
に
よ
れ

ば
、
世
良
凹
頼
氏
の
注
記
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
長
楽
寺
は
、
世
良
田
義
季
が
新
田
荘
世
良
聞
に
明
唯
柴
西
の
弟
子
築
制

『太平記jにおける岩訟綬家一銭の考察

禅
師
を
招
い
て
創
建
し
た
寺
院
(
東
開
最
初
禅
潤
)
で
あ
り
、
顕
・
常
・
禅
三
事
兼
修
と
し
て
名
を
は
せ
た
。

「
長
楽
寺
源
氏
系
図
」
(
長
楽
寺
蔵
)

文
永
九
年
被
勘
気
流
罪
佐
渡
回
帯
、

こ
の
よ
う
に
新
国
政
義
に
代
わ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
に
出
仕
し
て
い
た
世
良
田
頼
氏
は
、
二
月
騒
動
に
連
座
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
頼
氏
は
、
長
楽
寺
を
建
立
し
た
有
力
な
新
田
氏
一
践
で
あ
っ
た
た
め
、
長
楽
寺
に
位
牌
も
残
さ
れ
て
い
る
。

「
長
楽
寺
古
位
牌
」
(
長
楽
寺
蔵
)

良
隠
禅
定
門
世
良
回
次
郎
前
三
河
頼
氏
、
義
季
次
男
鹿
元
二
年
二
月
十
目
、
世
良
国
之
旦
那
、

五
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..L. ，、

頼
氏
が
、
そ
の
位
牌
に
「
世
良
田
之
且
那
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
田
氏
一
族
内
の
有
力
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
世
良
田

長
楽
寺
の
強
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
康
元
二
年
は
、
西
暦
一
二
五
七
年
な
の

で
誤
り
で
あ
る
。

一
三
世
紀
の
こ
う
し
た
新
田
氏
本
宗
家
と
長
楽
寺
建
立
の
立
役
者
世
良
田
氏
の
惣
領
頼
氏
の
失
脚
と
い
う
相
次
ぐ
出
来
事
が
、
岩
松
氏

の
台
頭
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

そ
し
て
、
鎌
倉
後
期
に
は
岩
松
亀
王
丸
(
後
の
岩
松
政
経
)
が
世
良
田
氏
の
一
族
で
、
外
祖
父
に
あ
た
る
得
川
頼
有
の
聾
子
に
な
っ
て

所
領
を
譲
り
受
け
る
と
、
新
聞
荘
周
指
の
実
力
者
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
史
料
は
、
『
正
木
文
書
」
に

国際日本学論叢

お
け
る
得
川
頼
有
が
亀
王
丸
に
新
田
荘
内
外
の
所
領
を
譲
る
も
の
で
あ
る
。

得
川
頼
有
譲
状
(
正
木
文
書
)

ゆ
っ
り
わ
た
す
所
り
ゃ
う
の
事

{
亀
王
)

か
め
わ
う
丸
所

{

上

野

)

(

畑

町

川

郷

)

か
う
つ
け
の
国
新
田
庄
内
と
く
か
わ
の
か
う
、

(

但

烏

)

《

江

}

た
ち
ま
の
国
上
三
詔
庄
東
方
西
方

A
組
制
緩
}

A

中
郡
長
持
匁
V

さ
か
み
の
国
永
用
の
か
う

〈
幅
制
瀬
郷

V

A

江
田
}

よ
こ
せ
の
か
う
、
下
え
た
の
む
ら

右
新
田
庄
内
の
所
り
ゃ
う
ら
ハ
、
重
代
さ
う
て
ん
の
し
り
ゃ
う
也
、
上
三
江
庄
な
ら
ひ
に
永
用
の
か
う
ハ
く
ん
こ
う
の
所
な
り
、
し
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《
安
堵
V

A

帽
開
V

か
る
に
せ
ん
ね
ん
の
こ
ろ
、
女
子
源
氏
ニ
ゆ
っ
り
た
ひ
て
、
あ
ん
と
の
御
下
文
を
申
あ
た
へ
候
、
こ
こ
に
ま
こ
か
め
わ
う
丸
ハ

A
品
質
子

}

A

手

続

文

舎

)

か
の
海
氏
の
し
そ
く
た
る
あ
ひ
た
、
こ
れ
を
や
う
し
と
し
て
ち
ゃ
く
し
に
た
て
、
御
下
文
井
て
っ
き
の
も
ん
そ
う
を
あ
ひ
そ
へ
て
、

(
永
代

V

A

京
都
)

ゃ
う
た
い
を
か
き
て
か
め
わ
う
丸
に
ゆ
っ
り
わ
た
す
と
こ
ろ
也
、
た
た
し
き
ゃ
う
と
大
ハ
ん
ハ
大
事
の
御
公
事
た
る
に
よ
り
て
、

《

分

限

)

〈

用

途

}

ふ
け
ん
に
し
た
か
ひ
て
か
め
わ
う
丸
か
は
は
弁
こ
け
ふ
ん
に
も
は
う
れ
い
に
ま
か
せ
て
、
所
の
よ
う
と
う
を
は
い
ふ
ん
す
へ
し
、
仰

『太平記』における岩松経家ー肢の考察

子
々
孫
々
に
い
た
る
ま
て
、
き
う
ゐ
な
く
り
ゃ
う
ち
す
へ
き
状
如
件
、

(
得
川
}

散
位
源
頼
有
(
花
押
)

文
永
五
年
五
月
品
川
日

こ
の
よ
う
な
新
田
荘
内
で
の
急
連
な
勢
力
の
拡
援
は
、
新
田
氏
本
宗
系
統
の
他
の
氏
族
と
の
札
蝶
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

た

一
例
と
し
て
は
、
元
亨
二
(
一
三
一
一
二
)
年
に
発
生
し
た
「
用
水
相
論
」
の
文
書
が
あ
り
、
新
田
氏
本
宗
系
統
大
館
氏
と
岩
松
氏
の

用
水
を
め
ぐ
る
争
い
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
争
い
は
、
大
館
宗
氏
が
一
井
郷
沼
水
(
現
在
の
国
指
定
史
跡
新
田
荘
遺
跡
の
一
つ
重
殿
水
源
)
を
塞
い
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
岩
松

氏
の
所
領
田
崎
郷
の
耕
作
が
不
能
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
田
嶋
郷
は
一
井
郷
招
水
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
水
を
再
び
流

す
べ
き
こ
と
を
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
た
。
大
館
氏
は
、
岩
松
政
経
の
代
官
謁
海
と
散
し
く
争
っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
岩
松
氏
の
勝
訴
に
終

わ
っ
た
。
大
館
氏
側
が
本
当
に
用
水
を
塞
い
だ
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
訴
訟
の
勝
利
か
ら
、
岩
松
氏
の
新
田
荘
内
で
の
勢

力
拡
張
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
新
田
荘
内
の
用
水
を
め
ぐ
る
「
正
木
文
書
』
を
殺
せ
る
。

関
東
裁
許
状
写
(
正
木
文
書
)

七
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，‘、Sノ

〈

岩

紙

経

政

)

〈

大

柏

崎

}

〈

盤

殿

水

源

)

岩
松
下
野
太
郎
入
道
道
定
代
尭
海
申
上
野
園
新
田
庄
田
嶋
郷
用
水
事
右
件
用
水
者
、
受
新
田
二
郎
宗
氏
所
領
一
井
郷
沼
水
、
令
耕

(
大
館
}

A

重
殿
水
源
)

作
田
嶋
郷
之
燦
往
古
之
例
也
、
而
宗
氏
打
塞
披
用
水
堀
之
由
申
之
処
、
宗
氏
如
陳
状
者
、
打
塞
所
見
何
事
哉
、
宗
氏
金
不
通

乱
云
々
、
為
向
後
可
成
給
御
下
知
之
旨
費
海
申
之
、
此
上
者
不
及
異
儀
、
任
先
例
可
引
通
之
状
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

元
亨
二
年
十
月
廿
七
日

(
北
条
高
時
)

相
模
守
平
朝
臣
(
花
押
影
)

(
金
得
点
顕
}

修
理
権
大
夫
平
朝
臣
(
花
押
影
)

国際日本学論議

こ
の
よ
う
に
大
館
宗
氏
側
は
岩
松
政
経
の
代
官
藷
海
と
争
っ
た
も
の
の
、
敗
訴
し
て
い
る
。
新
田
荘
の
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
の
確
保
と
い
う
問
題
が
、
深
刻
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
新
田
荘
が
扇
状
地
に
立
地
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
作
業

の
命
と
も
い
え
る
用
水
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
岩
松
氏
と
大
館
氏
の
争
い
は
、
鎌
倉
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
室
町
時
代
に

も
巻
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

足
利
成
氏
書
状
写
(
正
木
文
書
)

【
教
氏
}

大
舘
上
綿
介
知
行
分
等
事
、
可
被
散
之
曲
其
聞
候
、
不
可
然
候
、
但
凶
賊
相
飽
子
細
候
者
、
能
々
極
賞
否
可
被
得
上
意
候
、
恐
々

謹
言
、

到
来
事
億
四

A

正
カ
)
三
月
十
七
日
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正
月
十
三
日
(
U
H
同
V

岩
松
左
京
大
夫
取

成定
氏型

(
花
押
影
)

岩
松
持
問
(
京
兆
家
惣
領
)
は
、
事
徳
の
乱
で
混
乱
し
た
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
大
館
氏
の
新
聞
荘
内
の
保
有
地
を
奪
い
取
ろ
う
と
し
て
い

『太平記Jにおける岩鈴綬家・族の45・祭

た
の
で
あ
る
。
古
河
公
方
足
利
成
氏
が
、
京
都
方
(
室
町
将
軍
側
)
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
た
め
に
、
大
館
氏
の
所
領
は

守
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
岩
松
氏
と
大
館
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
用
水
の
ト
ラ
ブ
ル
に
端
を
発
し
、
因
縁
深
い
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
と

指
摘
で
き
る
。
大
館
氏
は
、
氏
明
の
職
死
後
に
そ
の
子
息
義
冬
が
足
利
方
に
降
っ
て
室
町
幕
府
の
奉
公
衆
に
取
り
た
て
ら
れ
た
。
し
か

し
、
大
館
氏
が
岩
松
氏
と
と
も
に
近
衛
家
に
出
向
く
史
料
も
残
さ
れ
て
い
て
、
両
氏
の
関
係
性
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

「
後
法
興
院
記
』
応
永
二
年
二
月
条

{

明

純

)

(

近

衛

政

家

V

{

勝

-5

廿
四
日
乙
卯
、
時
々
雨
下
、
是
日
帰
宅
宇
治
、
先
是
大
舘
次
郎
、
岩
松
兵
庫
頭
等
来
、
令
対
面
、
今
朝
遣
使
於
細
川
許

命
恐
悦
之
曲
、

こ
の
史
料
は
、
岩
松
明
純
(
岩
松
家
純
の
子
)
が
、
大
館
次
郎
と
一
緒
に
京
都
の
近
衛
家
当
主
政
家
に
謁
見
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
大
館
氏
が
、
岩
松
明
純
(
礼
部
家
惣
領
)
と
協
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岩
松
持
同
(
京
兆
家
)
に
対
抗
し
よ
う
と
考

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

九
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。

鎌
倉
攻
め
の
頃
の
岩
松
氏
の
当
主
は
経
家
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
新
田
荘
外
に
も
所
領
を
有
し
て
お
り
、
本
宗
家
の
惣
領
義
貞
を
凌
駕
す

る
勢
い
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
松
経
家
は
、
鎌
倉
攻
め
後
に
義
貞
・
脇
屋
義
助
兄
弟
に
見
切
り
を
つ
け
て
、
足
利
尊
氏
・
直

義
兄
弟
に
味
方
し
て
い
る
。
『
大
農
町
誌
」
〈
下
巻
歴
史
編
〉
に
よ
れ
ば
、
岩
松
氏
と
山
名
氏
、
里
見
氏
は
、
挙
兵
当
初
か
ら
足
利
方
だ
っ

た
と
す
る
見
解
も
曲
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
『
建
武
年
聞
記
』
に
よ
る
と
、
経
家
は
鎌
倉
将
軍
府
に
出
仕
し
て
、
関
東
廟

番
衆
の
一
人
と
し
て
足
利
直
義
や
成
良
親
王
を
補
佐
し
た
と
さ
れ
る
。
建
武
二
(
一
三
三
五
)
年
七
月
、
中
先
代
の
乱
が
発
生
す
る
と
、

北
条
時
行
(
得
宗
北
条
高
時
の
遺
児
)
草
を
武
蔵
国
女
影
原
で
迎
撃
し
て
、
討
死
し
た
。

『
太
平
記
」
に
よ
れ
ば
、
元
弘
三
年
五
月
の
生
品
挙
兵
に
「
岩
松
三
郎
経
家
」
と
記
述
さ
れ
、
義
貞
と
と
も
に
同
道
し
た
と
さ
れ
る
。

国際日本学論議

し
か
し
、
全
体
的
に
『
太
平
記
」
の
中
で
の
岩
松
氏
は
、
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鎌
倉
攻
略
の
軍
団
編
成
で
も
大
将
格
で
は
な
く
、
義

貞
の
本
軍
に
従
う
一
武
将
程
度
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
史
実
の
岩
松
氏
は
、
足
利
方
に
つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
血
脈
を
保
ち
、
新
田
義
貞
や
脇
屋
義
助
、
江
田
行
義
の
没
落
し

た
後
の
新
田
荘
を
自
ら
の
支
配
下
に
収
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
同
荘
に
新
田
岩
松
家
と
し
て
君
臨
し
た
。

一一一、

「
太
平
記
』

に
お
け
る
岩
松
氏

岩
松
氏
が
「
太
平
記
』
巻
十
の
鎌
倉
攻
め
の
記
述
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
『
太

平
記
」
の
中
で
も
古
態
本
と
さ
れ
る
西
源
院
本
と
歴
史
事
実
に
詳
し
い
天
正
本
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。
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西
海
院
本
『
太
平
記
』
巻
十
「
義
貞
叛
逆
事
井
天
狗
催
越
後
勢
事
」

五
月
八
日
卯
刻
ニ
生
品
明
一
柳
之
御
前
ニ
ソ
鵠
ヲ
畢
ケ
、
宣
旨
ヲ
聞
テ
三
度
是
ヲ
拝
シ
、
笠
懸
ノ
野
謹
へ
打
テ
出
ラ
ル
、
其
勢
僅
ニ
百

五
十
騎
ニ
ハ
過
サ
リ
ケ
リ
、

f太平記』における岩松綬家一族の考察

天
正
本
「
太
平
記
』
巻
十
「
新
田
殿
暴
義
兵
事
」

同
五
月
八
日
卯
魁
ニ
生
品
明
紳
ノ
御
前
ニ
テ
旗
ヲ
暴
テ
論
旨
ヲ
披
テ
三
度
是
ヲ
拝
シ
笠
懸
野
へ
打
出
ラ
ル
、
相
随
人
々
ニ
ハ
氏
族
ニ

大
舘
二
郎
宗
氏
、
子
息
孫
二
郎
幸
氏
、
二
男
輔
二
郎
氏
明
、
三
男
彦
二
郎
氏
兼
、
堀
口
三
郎
貞
満
、
舎
弟
四
郎
行
義
、
制
倒
ヨ
剛
細

剰
叶
|
里
見
五
郎
義
胤
、
脇
屋
二
郎
義
助
、
江
田
三
郎
光
義
、
桃
井
二
郎
尚
義
是
等
ヲ
宗
徒
ノ
兵
ト
シ
、
百
五
十
騎
ニ
ハ
過
サ
リ
ケ

西
源
院
本
は
、
義
貞
の
挙
兵
を
簡
素
に
記
述
し
て
お
り
、
生
品
に
集
合
し
た
武
将
の
名
前
を
あ
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
正
本
は
詳

細
に
一
族
の
名
を
書
き
連
ね
て
い
る
。
大
館
氏
と
堀
口
氏
の
新
田
氏
本
宗
系
統
の
実
力
者
を
続
け
て
記
述
し
た
直
後
に
「
岩
松
三
郎
経

家
」
と
記
述
し
て
い
る
。
義
貞
の
実
弟
脇
屋
義
助
よ
り
も
先
に
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
岩
松
氏
の
鎌
倉
時
代
の
距
進
や
足
利
氏
と
新
田
氏

の
両
方
の
血
統
を
受
け
継
ぐ
事
実
を
理
解
し
た
上
で
の
描
き
方
と
い
え
る
。
次
に
新
国
軍
が
、
幕
府
の
本
拠
地
鎌
倉
を
攻
め
る
陣
立
て
を

見
て
い
こ
う
。
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西
源
院
本
『
太
平
記
」
巻
十
「
鎌
倉
中
合
職
事
同
相
模
入
道
白
書
事
」

去
程
ニ
源
氏
八
十
高
騎
ヲ
三
手
ニ
分
テ
、
各
二
人
ノ
大
将
ヲ
サ
シ
ソ
ヘ
テ
、
三
軍
ノ
師
ヲ
司
ト
ラ
シ
ム
、
其
一
方
ニ
ハ
大
舘
次
郎
宗

氏
左
将
軍
ト
シ
、
江
田
三
郎
行
義
ヲ
右
将
軍
ト
シ
テ
、
其
勢
都
合
十
高
余
館
騎
極
集
寺
坂
ノ
切
通
へ
向
ラ
ル
、

一
方
ヘ
ハ
堀
口
美
濃

守
貞
満
井
ニ
大
嶋
讃
岐
守
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
七
高
齢
騎
小
袋
坂
へ
向
ハ
ル
、

方
"̂ 

新
田

太
郎
義
貞
舎
弟
脇
屋
次

襲
助
ヲ
大

将
軍
ト
シ
テ
大
井
田
、
山
名
、
桃
井
、
岩
松
、
里
見
、
額
田
、

一
井
、
羽
河
以
下
ノ
一
族
前
後
左
右
ニ
囲
マ
セ
、
其
勢
六
十
高
騎

国際日本学論叢

テ
気
和
井
坂
ヨ
リ
ソ
向
ハ
レ
ケ
ル
、

岩
松
氏
は
、
新
田
氏
本
宗
系
統
の
大
館
氏
や
世
良
田
氏
系
統
の
江
田
氏
と
は
異
な
り
、
鎌
倉
の
切
過
の
大
将
格
と
し
て
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
「
太
平
記
』
の
岩
松
氏
の
位
置
づ
け
は
、
化
粧
坂
切
通
に
出
陣
し
た
新
田
義
貞
と
脇
屋
義
助
兄
弟
の
本
軍
に
参
加
す
る
一
武
将
と

な
っ
て
い
る
。
越
後
国
の
大
井
田
氏
や
羽
川
氏
、
新
田
荘
内
に
根
を
は
る
額
田
氏
な
ど
の
一
族
と
同
列
に
書
き
記
さ
れ
て
い
て
、
重
要
な

役
割
を
与
え
ら
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
「
太
平
記
』
で
は
、
新
田
氏
一
践
の
一
人
と
し
て
鎌
倉
攻
略
戦
に
参
戦
し
て
い
る
程
度
の
位
置
づ

け
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
「
太
平
記
』
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
「
梅
松
論
』
の
義
貞
挙
兵
の
記
述
を
見
て
い
き
た
い
。

京
都
大
学
本
『
梅
松
論
」
上
巻
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〈
前
略
〉

【
北
条
}

又
児
問
テ
云
、
鎌
倉
ノ
高
時
禅
師
門
滅
亡
ノ
鉢
ハ
如
何
カ
候
ケ
ル
ヤ
ト
云
。
洛
中
ノ
事
コ
ソ
ヨ
ソ
ナ
ガ
ラ
見
聞
シ
ツ
レ
。
鎌
倉
事

ハ
不
存
知
。
乍
去
相
知
レ
ル
僧
ノ
其
比
見
タ
リ
ツ
ル
ト
テ
甜
リ
ツ
ル
ハ
、
金
剛
山
モ
ヨ
セ
テ
敏
高
ノ
軍
勢
理
ヲ
失
ヌ
。
京
中
モ
赤
松

巳
下
度
々
寄
来
問
、
難
防
職
六
披
躍
及
雌
慌
時
分
、
終
準
君
ニ
思
レ
挙
給
ヨ
シ
閥
東
ニ
聞
エ
ケ
レ
パ
、
品
日
人
色
ヲ
失
嘩
ニ
、
五
月
中

『太平記jにおける岩松経家・践の考察

旬
ニ
上
野
岡
ヨ
リ
新
田
左
衛
門
佐
劃
貞
子
時
昨
小
太
郎
君
ノ
御
方
ト
シ
テ
常
岡
粧
品
田
ニ
打
出
陣
ス
。
是
モ
消
和
天
皇
ノ
御
後
胤
、
陸

奥
守
義
家
ノ
三
男
、
式
部
大
夫
義
岡
ノ
子
息
、
大
炊
助
義
重
戒
名
上
西
、
陸
奥
新
判
官
義
康
ノ
迎
枝
也
。
先
立
密
ニ
勅
ヲ
戴
リ
給
ニ

ヨ
テ
、
義
貞
一
流
氏
族
骨
打
立
ケ
リ

ナ
シ
。
然
間
賞
固
守
護
人
、
長
崎
孫
四
郎
左
衛
門
尉
商
時
代
、
即
時
ニ
馳
向
テ
合
職
ニ
及
ト
云
共
、
既
ニ
上
州
一
園
輩
義
貞
二
嵐
ス

先
山
名
・
盟
見
・
楓
口
・
大

ヲ
先
ト
シ
テ
、
岩

井
皆
一
人
常
千
ニ
非
ズ
ト
云
コ
ト

ル
ニ
ヨ
テ
、
相
支
ニ
及
ズ
引
退
問
、
義
貞
多
勢
ヲ
引
率
シ
テ
武
難
問
ニ
攻
入
問
、
両
国
ノ
輩
大
勝
第
ト
シ
テ
大
勢
武
戴
園
ニ
費
行

ス。〈後
略
〉

京
大
本
「
梅
松
論
」
で
は
、
新
聞
荘
内
世
良
田
で
挙
兵
し
た
と
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
岩
松
氏
の
参
加
を
記
述
し
て
い
る
。
『
梅
松
論
」

作
者
は
、
大
館
氏
や
堀
口
氏
、
桃
井
氏
と
と
も
に
名
を
あ
げ
て
、
「
一
人
当
千
」
の
武
将
と
評
価
し
て
い
る
。
天
正
本
『
太
平
記
」
の
よ

う
に
フ
ル
ネ
l
ム
で
は
な
い
の
で
、
岩
松
氏
一
族
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
そ
の
他
、
後
世
の
史
料
に
な
る
が
、
『
大
館
持
房
行
状
」
に

も
元
弘
の
鎌
倉
攻
め
の
記
述
が
あ
る
。
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四

-mv 

『
大
舘
持
房
行
状
』

〈
前
略
〉

五
月
八
日
、
於
生
品
明
神
廟
前
、
建
旗
、

ー
{
脇
原
V

惜
別
、
義
助
為
次
騰
、
従
之
者
大
舘
宗
氏
、
嫡
子
孫
三
郎
幸
氏
、
二
男
輔

次
郎
氏
明
、
三
男
彦
次
郎
純
兼
・
堀
口
・
樹
制
・
里
見
・
江
田
・
桃
井
、

一
族
三
十
能
人
、
百
五
十
騎
、
不
可
以
歯
高
時
軍
、

〈
後
略
〉

岩
松
氏
は
、
「
大
舘
持
房
行
状
』
に
お
い
て
も
そ
の
姿
を
現
し
、
新
田
氏
一
族
の
有
力
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
天
正

国際日本学論議

本
『
太
平
記
」
や
京
大
本
『
梅
松
遣
は
、
鎌
倉
討
滅
の
挙
兵
を
描
く
に
あ
た
り
、
主
だ
っ
た
新
田
氏
一
族
の
名
前
し
か
あ
げ
て
い
な
い

が
、
篠
塚
伊
賀
守
重
蹟
も
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
篠
塚
伊
賀
守
重
贋
は
、
後
に
新
田
氏
四
天
王
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
大
力
で
知
ら

れ
る
勇
彊
果
敢
な
武
士
で
あ
り
、
『
太
平
記
』
の
中
で
も
、
た
び
た
び
そ
の
凄
ま
じ
い
破
壊
力
や
金
撮
棒
を
駆
使
し
て
の
奮
闘
ぶ
り
を
評

価
さ
れ
て
い
る
。

西
源
院
本
『
太
平
記
』
巻
二
十
四
「
篠
壕
落
事
」

〈
前
略
〉

篠
塚
伊
賀
守
一
人
ハ
曾
テ
其
気
色
モ
ナ
シ
、
大
手
之
一
二
之
閥
残
ナ
ク
押
開
キ
、
只
一
人
立
タ
リ
、
降
人
ニ
出
ン
為
欺
ト
ミ
レ
ハ
、

サ
ハ
ア
ラ
テ
、
紺
締
之
鎧
ニ
龍
頭
之
胃
之
緒
ヲ
シ
メ
、
園
児
ベ
司
有
ケ
ル
イ
カ
物
畑
町
ノ

サ
ー
館
所
ニ
テ
ハ
定
テ
名
ヲ
モ
聞
ツ
ラ
ム
、
今
ハ
我
モ
知
レ
、
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
ニ
六
代
之
孫
、
武
離
固
ニ
ヲ
(
イ
)
ヒ
ソ
タ
チ
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テ
、
耕
田
左
中
時
殿
ニ
一
騎
劃
千
ト
題
レ
タ
リ
シ
繍

伊
賀
布
ト
云
者
君
ニ
ア
リ
、
討
テ
勲
功
ニ
ア
ツ
カ
レ
ト
、
大
音
聾
ヲ
邸
中
テ
名

乗
ル
マ
マ
ニ
、
百
騎
計
引
ヘ
タ
ル
中
へ
、
少
シ
モ
轟
々
セ
ス
直
地
ニ
走
リ
懸
ル
、

〈
後
略
〉

『太平記Jにおける若松経家一族の考察

義
貞
の
挙
兵
は
、
新
田
氏
一
族
だ
け
で
は
な
く
、
篠
塚
氏
の
よ
う
な
近
隣
の
在
地
武
士
た
ち
も
集
合
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
篠
塚

伊
賀
守
重
贋
(
大
信
寺
最
智
誼
大
禅
定
門
)
の
墓
所
は
、
群
馬
県
巴
楽
部
邑
楽
町
篠
塚
の
浄
土
宗
大
信
寺
(
住
職
岡
田
真
幸
)
に
あ
る
。

四
、
史
料
か
ら
考
え
る
岩
松
氏

こ
れ
ま
で
「
太
平
記
」
の
西
源
院
本
や
天
正
本
に
お
け
る
岩
松
氏
の
姿
を
追
究
し
て
き
た
が
、
他
の
史
料
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。
今
日
ま
で
の
歴
史
学
研
究
の
成
果
で
は
、
峰
岸
純
夫
が
、
鎌
倉
攻
め
以
前
の
段

階
で
経
家
が
、
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
と
密
接
な
連
携
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
匂

AMV 

岩
松
満
親
文
書
注
文
写
(
正
木
文
書
)

御
謹
文
注
文

応
永
廿
二

十

十
五

一
券
内

五
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一
六

由
紀
五
方
田
嶋
方
へ
内
状

通

長
寿
寺
殿
(
足
利
琢
氏
)
御
書
新
聞
下
野
五
郎
殿
へ

大
休
寺
殿
(
足
利
直
義
)
御
書
岡
兵
部
大
輔
(
岩
松
経
家
)
殿
へ

〈
後
略
〉

応
永
廿
二
年
十
月
十
五
日

修
理
亮
満
親
(
花
押
影
)

満
範
カ

(
花
押
影
)

国際日本学論議

こ
の
文
書
か
ら
は
、
岩
松
氏
が
鎌
倉
幕
府
討
減
の
挙
兵
の
謀
を
巡
ら
せ
る
上
で
、
足
利
尊
氏
や
直
義
兄
弟
と
事
前
に
連
携
し
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
長
寿
寺
殿
(
足
利
尊
氏
)
と
大
休
寺
殿
(
足
利
直
義
)
の
御
曹
が
岩
松
経
家
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
そ
の
他
に
も
、
足
利
千
寿
王
を
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
に
参
戦
さ
せ
た
紀
五
左
衛
門
が
、
田
嶋
方
(
岩
松
氏
)
へ
宛
て
害
状
を
追
わ

し
て
い
る
。
残
念
な
の
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
御
書
が
現
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岩
松
氏
は
ど
の
よ
う

な
内
容
の
書
状
を
受
け
取
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ど
う
行
動
し
た
の
か
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
岩
松
氏
が
鎌
倉
時
代
を

通
じ
て
新
田
荘
内
外
に
所
領
を
拡
張
し
、
新
田
氏
本
宗
家
に
匹
敵
す
る
実
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
峰
岸
の
指
摘
す
る
鎌
倉

{
笥
}

攻
め
の
事
前
連
携
の
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
森
茂
暁
は
『
南
北
朝
の
動
乱
』
に
お
い
て
、
「
や
は
り
鎌
倉
攻
め
の
寧

事
行
動
に
足
利
尊
氏
の
力
が
大
き
く
与
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

次
に
寧
忠
状
か
ら
岩
松
氏
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。
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A

耳
)

熊
谷
直
結
軍
忠
状
(
熊
谷
家
文
書
)

武
蔵
園
小
四
郎
直
経
孫
子
虎
一
丸
山
叩
親
父
平
四
郎
直
春
討
死
事

右
、
亡
父
直
春
今
年
元
弘
三
年
五
月
十
六
日
馳
参
子
御
方
、
致
監
ヶ
度
合
戦
之
刻
、
同
年
廿
日
奉
属
子
新
田
遠
江
又
五
郎
経
経
政
御

f太平.i己jにおけるれ伝経家・伎の考察

手
、
就
致
寧
忠
、
於
鎌
倉
霊
山
寺
之
下
討
死
果
、
此
等
子
細
者
、
大
将
筑
御
披
知
之
上
、
同
所
合
戦
之
軍
勢
吉
江
三
位
律
師
斎
賞
、

斎
藤
卿
房
良
俊
等
所
見
及
也
、
早
賜
御
誼
判
、
為
欲
恩
賞
恐
口
一
百
上
加
件
、

元
弘
三
年
八
月

日

「
承
了
(
岩
(
松
経
花
押
政
)
)
」

熊
谷
氏
の
寧
忠
状
で
は
、
熊
谷
直
春
が
新
回
遠
江
又
五
郎
経
政
(
岩
松
経
政
)
の
配
下
で
職
い
、
鎌
倉
霊
山
寺
付
近
で
戦
死
し
た
こ
と

を
記
述
し
て
い
る
。
霊
山
は
極
楽
寺
坂
切
通
と
稲
村
ヶ
崎
一
帯
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
岩
松
経
政
が
霊
山
周
辺
で
指
揮
官
級
の
武
将
と
し
て

も i香
典躍
なし
るて

とる
が
今司、 園園、

与さ
莞五
拙
柑の

ze 
太が
平ぃ

逆立
に楽
お寺
け坂
る1))
大通
館に
氏大
と館
江氏
田と

号話
室長
不を

祭事
手足
Ef と
~z い
""、
事 2
誓 E
遥が、
σ〉、
記 ZZ
些誕
玄料
中，

tI 
';-っ
止ぉて

で
明
ら
か
に
な
っ
た
附
良
回
満
義
の
霊
山
付
近
で
の
活
闘
を
考
え
る
と
、
大
館
氏
と
世
良
田
氏
、
岩
松
氏
の
有
力
な
新
田
氏
一
一
族
が
三
辿

合
と
い
う
か
た
ち
で
、
極
楽
寺
坂
切
過
を
攻
め
る
軍
勢
の
采
配
を
振
る
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

岩
松
経
政
の
鎌
倉
攻
め
に
関
す
る
軍
忠
状
は
こ
の
一
通
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
も
岩
松
経
政
に
つ
い
て
詳
し
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

時
岸
純
夫
は
、
岩
松
遠
江
又
五
郎
経
政
を
岩
松
経
家
や
岩
松
禅
師
頼
宥
の
兄
弟
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
峰
山
停
は
『
新
田
義
貞
』
の

七
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中
で
、
「
建
武
三
年
三
月
に
陸
奥
田
行
方
郡
の
小
高
城
に
相
馬
一
族
が
楯
能
も
っ
た
際
、
相
馬
一
族
と
の
縁
戚
関
係
を
理
由
に
軍
勢
催
促

A

却
v

を
受
け
、
田
嶋
小
四
郎
を
代
官
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
峰
岸
の
指
摘
す
る
史
料
を
読
む
と
、
峰
岸
の
誤
読

が
明
ら
か
と
な
る
。
以
下
に
そ
の
問
題
の
史
料
を
報
せ
る
。

相
馬
光
胤
寧
忠
状
(
陸
奥
相
馬
文
書
)

間際日本学論叢

相
馬
弥
次
郎
光
胤
自
・
軍
忠
事

(
結
線
道
忠
、
宗
広
}

右
、
白
川
上
野
入
道
家
人
等
字
多
庄
熊
野
堂
楯
築
問
、
今
月
十
六
日
馳
向
彼
所
、
致
合
戦
分
取
手
負
事

相
馬
九
郎
五
郎
胤
景
分
取
二
人

須
江
八
郎
分
取
一
人
白
川
上
野
入
道
家
人
六
郎
左
衛
門
人
道
顕

相
馬

次
郎
胤
顕
生
捕

人
白

上
野
入

T 
山
田

同
人
中
間
四
郎

木
幡
三
郎
兵
衛
尉
分
取
一
人

相
馬
彦
二
郎
胤
祐
分
取
-
人

新
田
左
馬
亮
経
政
代
岡
崎
小
四
郎
分
取
一
人

標
葉
孫
三
郎
教
隆
分
取
一
人

東
保
七
郎
衛
門
尉
分
取
一
人
後
続
犠

木
嶋
二
郎
討
死
畢

Hosei University Repository



右

此
外
控

室
輩
切
捨
略
之
鎖

倒
追
散
敵
対
治
畢

建
武
三
年
三
月
十
七
日

惣
領
代
子
息
弥
次
郎
光
胤

進
上

御
奉
行
所

《
低
利
}

「
承
了

【
氏
家
道
総
)

(
花
押
)
」

f太平記jにおける岩訟経家一・族の考察

こ
の
史
料
は
、
結
城
氏
の
家
人
た
ち
が
熊
野
堂
に
城
を
構
築
し
て
、
交
職
す
る
か
ま
え
を
見
せ
た
の
で
、
相
馬
光
胤
が
そ
の
追
討
に
向

か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
職
い
の
結
果
、
相
馬
氏
方
の
武
将
が
取
っ
た
首
の
数
や
職
死
状
況
を
報
告
し
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
史
料
の
中
に
「
新
田
左
馬
亮
経
政
代
」
と
あ
り
、
岩
松
経
政
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
岩
松
経
政
は
、
相
馬
氏
の
応
援
に
行

け
な
い
の
で
、
代
官
と
し
て
田
嶋
小
四
郎
と
い
う
人
物
を
奥
州
へ
派
遣
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
岩
松
経
政
は
足
利
方
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
岩
松
経
家
や
岩
松
禅
師
頼
宥
と
と
も
に
同
じ
側
(
北
朝
)
に
立
っ
て
い
た
。
峰
岸
は
、
相
馬
氏
側
が
楯
能
っ
た
の
で
、

代
官
田
崎
氏
を
派
遣
し
た
と
す
る
が
、
そ
れ
は
逆
で
あ
り
、
敵
が
飽
城
し
た
の
で
攻
め
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
方
、
吉
井
功
児
は
、
建
武
三
年
四
月
二
十
二
日
に
足
利
方
の
斯
渡
家
長
が
上
野
田
新
田
荘
に
進
攻
し
た
際
に
斯
波
寧
と
職
っ
て
討
死

し
た
阿
代
最
祇
候
人
五
郎
兵
衛
尉
経
政
を
「
岩
松
経
政
」
と
断
定
し
て
い
る
(
落
合
文
書
)
。
こ
の
阿
代
殿
祇
候
人
五
郎
兵
衛
尉
経
政
は
、

Agv 

「
新
田
町
誌
』
に
よ
る
と
阿
代
殿
を
阿
代
丸
と
い
う
童
名
と
想
定
し
、
新
田
氏
一
族
と
考
察
し
て
い
る
。
吉
井
説
で
は
、
岩
松
経
政
が
新

田
義
貞
方
(
南
朝
)
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
岩
松
氏
も
一
枚
岩
で
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
の
相
馬
光
胤
の

史
料
の
考
察
か
ら
、
古
井
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

次
の
史
料
は
、
岩
松
経
家
が
鎌
倉
攻
め
で
力
戦
し
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

九
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二

O

布
施
資
平
着
到
状
写
(
有
捕
文
書
)

着
到信
漉
固
布
施
五
郎
資
平
合
職
事

〈
器
僚
経
家
)

右
、
去
五
月
十
九
日
、
馳
参
御
方
、
奉
属
揖
手
大
将
軍
新
田
兵
部
大
輔
陵
子
時
下
野
五
郎
殿
、
随
侍
大
将
軍
阿
部
三
郎
下
知
、
於
長

勝
寺
前
致
合
職
、
同
廿
目
、
廿
一
目
、
廿
二
日
、
於
小
袋
坂
抽
軍
忠
之
様
、
侍
大
将
軍
井
軍
勢
等
被
見
知
誌
、
然
早
下
給
御
判
、
為

備
弓
箭
面
目
、
着
到
如
件
、

国際日本学論叢

元
弘
三
年
八
月

日

「
一
見
了
(
花
押
影
こ

「
承
了

{
岩
肌
依
経
家
)

消
恵
(
花
押
影
)
」

こ
の
史
料
か
ら
は
岩
松
経
家
が
、

一
軍
を
率
い
る
指
揮
官
と
し
て
長
勝
寺
前
や
小
袋
坂
と
転
職
し
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
長
勝
寺
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
日
蓮
に
帰
依
し
た
と
い
う
石
井
長
勝
が
建
立
し
、
京
都
本
聞
寺
の
故
地
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
位
置

(羽
v

は
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
材
木
座
二
丁
目
付
近
と
な
る
。
現
在
の
長
勝
寺
の
位
置
を
考
え
る
と
、
長
勝
寺
と
小
袋
坂
切
過
を
転
職
す
る
と
い

う
の
は
、
地
理
的
に
無
理
で
あ
る
。
元
弘
三
(
一
三
三

注
目
し
た
い
の
は
、
岩
松
経
家
が
指
揮
官
紐
の
武
将
と
し
て
、
采
配
を
撮
る
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ま
さ
に
岩
松
氏
が
、
新
田
箪
の
中

で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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『
太
平
記
』
の
小
袋
坂
切
通
攻
脚
本
の
両
大
将
は
、
新
田
氏
本
宗
系
の
堀
口
美
浪
守
貞
満
と
徒
に
足
利
方
に
つ
く
大
嶋
讃
岐
守
義
政
と
な

っ
て
い
た
が
、
岩
訟
氏
も
こ
の
方
面
で
大
将
と
し
て
活
服
し
て
い
た
よ
う
だ
。
世
良
回
満
義
が
、
霊
山
(
極
楽
寺
坂
周
辺
)
で
活
蹄
し
て

-
Bデ

い
た
機
子
や
岩
訟
経
家
・
経
政
の
奮
闘
ぶ
り
を
考
え
て
も
、
『
太
平
記
」
の
記
述
と
史
料
上
の
在
り
方
が
大
き
く
違
う
こ
と
が
分
か
る
。

実
は
岩
徐
氏
は
新
田
氏
本
宗
家
の
惣
領
義
貞
に
匹
敵
あ
る
い
は
そ
れ
を
凌
駕
す
る
経
済
力
・
原
市
引
力
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『太平記jにおける岩怯経家一族の考祭

『
太
平
記
」
の
作
者
は
そ
の
力
を
過
小
に
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
所
領
を
集
積
し
て
力
を
蓄
え
た
岩
松
氏

『
太
平
記
』
の
記
述
か
ら
は
、
そ
の
軍
事
力
・
経
清
力
、
広
域
的
な
活
動
が
低
く
位
置
ワ
け
ら
れ
て
い
る
岩
松
氏
で
あ
る
が
、
実
際
に

そ
の
通
り
な
の
か
ど
う
か
、
経
済
力
に
目
を
向
け
て
考
察
を
行
い
た
い
。
岩
訟
氏
は
、
血
統
の
面
で
足
利
氏
と
新
田
氏
の
両
方
の
流
れ
を

混
む
だ
け
で
は
な
く
、
岩
松
氏
の
成
立
し
た
直
後
か
ら
所
領
の
集
積
を
行
っ
て
い
た
。
先
ほ
ど
の
得
川
頼
有
の
譲
状
(
「
正
木
文
書
」
)
以

外
に
も
、
土
地
の
集
積
を
う
か
が
い
知
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

相
馬
能
胤
識
状
写
(
正
木
文
書
)

ゆ
っ
り
た
て
ま
つ
る
と
よ
こ
せ
ん
の
所
ち
の
事

行
方
郡
内
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国際日本学論叢

千
倉
庄
加
比
(
北
カ
)
草
野
定

御
く
り
や
の
う
ち
ニ

て
か
、
ふ
せ
、
ふ
ち
こ
こ
ろ
、
の
け
さ
き
、

以
上
五
か
所
也

右
と
こ
ろ
ハ
と
よ
こ
せ
ん
の
り
ゃ
う
と
し
て
、
ね
う
は
う
の
き
た
た
る
へ
き
こ
と
し
ち
な
り
、
ち
ゃ
く
し
ち
ゃ
く
な
ん
と
い
ふ
さ
ま

た
け
お
い
た
す
こ
と
あ
ら
ん
ニ
お
き
て
ハ
、
い
か
な
る
け
ん
も
ん
ニ
も
よ
せ
て
、
ね
う
は
う
の
き
た
た
る
へ
し
、
よ
っ
て
こ
に
ち
の

さ
た
の
た
め
ニ
、
ゆ
っ
り
し
ゃ
う
お
た
て
ま
つ
る
事
加
件
、

嘉
禄
三
年
十
二
月

日

(
相
馬
)
平
能
胤
在
判

将
軍
(
藤
原
頼
経
)
家
政
所
下
文
写
(
正
木
文
書
)

将
軍
家
政
所
下

平
氏
子
字
土
用

可
令
早
領
知
陸
奥
国
行
方
郡
内
千
倉
庄
加
北
草
野
定
下
総
国
相
馬
御
厨
内
手
加
、
布
勢
、
藤
意
、
野
介
(
毛
)
崎
地
頭
職
事

右
入
、
任
父
能
胤
高
禄
三
年
十
二
月
日
譲
状
、
可
領
知
之
状
、
所
仰
加
件
、
以
下
、

貞
永
元
年
十
一
月
十
三
日

案
主
左
近
将
監
菅
野
在
判

知
家
事
内
舎
人
清
原
在
判
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『太平記』における岩松経家一族の考察

令
左
衛
門
少
尉
藤
原
在
判

別
当
相
模
守
平
(
北
条
時
房
)
朝
臣
在
判

武
蔵
守
平
(
北
条
泰
時
)
朝
臣
在
判

岩
松
氏
初
代
惣
領
時
兼
は
、
千
葉
常
胤
の
孫
に
あ
た
る
相
馬
能
胤
の
娘
土
用
御
前
を
嫁
に
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
新
田
荘
外
に
も
所
領
を

獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
岩
松
氏
の
後
の
臨
進
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
に
載
せ
る
史
料
に
登
場
す
る
阿

披
国
生
夷
荘
は
、
岩
松
氏
の
西
国
へ
の
道
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
重
要
な
所
領
で
あ
る
。

岩
松
時
兼
譲
状
写
(
正
木
文
書
)

(
女
房
}

譲
渡
ね
う
ハ
う
の
所

〈
阿
波
国
生
市
内
庄
V

あ
は
の
く
に
い
く
い
な
の
さ
う

(

武

蔵

国

春

原

庄

〉

A

万

古

郷

)

む
さ
し
の
く
に
す
ん
の
は
ら
の
さ
う
の
内
ま
ん
き
ち
の
か
う

(

年

賞

謀

役

}

右
件
の
所
々
、
御
下
文
ら
を
あ
い
く
し
て
、
ゆ
っ
り
わ
た
す
事
し
ち
也
、
た
た
し
か
き
り
あ
る
ね
ん
く
く
わ
や
く
に
い
た
て
ハ
、
先

(
状
)

例
に
ま
か
せ
て
さ
た
を
い
た
す
へ
し
、
よ
て
こ
に
ち
の
せ
う
も
ん
の
た
め
に
、
ゆ
っ
り
わ
た
す
き
う
加
件
、

{
岩
伝
)
源
時
兼
(
花
押
影
)

賢
治
二
年
八
月
八
日

一一一一一
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二
四

岩
松
氏
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
阿
波
国
生
夷
荘
を
手
に
入
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
岩
松
氏
は
早
い
段
階
で
西
国
の
所
領
を
獲
得

し
て
、
そ
の
勢
力
を
確
実
に
伸
ば
し
始
め
て
い
た
。
通
説
で
は
、
久
保
田
順
一
が
承
久
の
乱
で
入
手
し
た
と
い
う
見
解
を
出
し
て
お
り
、

A

却》

有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
岩
松
氏
が
、
四
国
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(
岩
肌
依
)

新
田
経
家
請
文
(
紀
伊
小
山
秀
太
郎
文
書
)

国際日本学論農

見阿
聞渡
可園
触海
申蹴
候出
、入

於所
領々
内

勝綜
i甫翌日
新国
庄東
小御
松事
島啓
明井
唱品. ......... 

要最
定|震
観御A

震|口X
雫|文

些芸
若宅
偽謹
申持
候見
賓仕

旦霊.......、
回会
中口E-.ァ、，..，

小被
明仰
紳下
御之
罰旨
可
罷臨

葉
之
状
加
件
、

元
亨
四
年
四
月
廿
七
日

預
所
肥
後
守
(
岩
経
松
)
家
請
文

小
山
石
見
守
段

A
岩
品
悼

)

E

預
所
肥
後
守
経
家
請
文
案
(
小
山
文
脊
)

(
御
カ
)

阿
渡
国
海
蹴
出
入
所
々
、
披
口
口
口
関
東
御
前
学
書
井
六
波
羅
殿
口
口
条
案
文
謹
拝
見
仕
候
畢
、
口
口
仰
下
旨
、
臨
見
問
、
可
触

申
候
、
於
領
内
勝
浦
新
庄
小
松
島
浦
船
者
、
世

唐
梅
流
畢
、
此
条
若
偽
申
候
者
、

日
本
国
中
大
小
明
神
御
罰
、
可
罷
蒙
之
状
、
如
件
、
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元
亨
四
年
四
月
廿
七
日

額
所
肥
後
守
(
岩
松
)
経
家
論
文

A

経
幸
V

A

守
)

小
山
(
石
)
布
見
寺
殿

f太平記jにおける岩松経家・侠の45・祭

こ
れ
ら
の
史
料
の
内
容
は
、
阿
披
同
勝
浦
新
庄
預
所
岩
松
経
家
が
小
松
島
捕
の
船
に
定
紋
唐
梅
を
掲
げ
て
、
海
賊
た
ち
と
の
区
別
を
拭

み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
海
域
が
、
海
賊
や
悪
党
の
跳
梁
蹴
思
す
る
危
険
地
帯
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
の
史
料
(
新
田
経
家
前
文

O

紀
伊
小
山
秀
太
郎
文
書
)
に
「
関
東
御
事
脊
井
六
波
羅
殿
御
下
文
等
案
文
、
謹
拝
見
仕
候
準
」
と
あ
る
が
、
岩
訟
経
家
を
仲
介
し
て
紀
伊

国
の
在
地
武
士
小
山
氏
に
阿
波
同
勝
浦
新
荘
や
小
松
島
の
船
に
肱
(
定
紋
唐
梅
)
を
あ
げ
て
、
海
賊
船
と
区
別
す
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い

る
。
折
し
も
鎌
倉
幕
府
は
、
元
亨
四
(
一
三
二
四
)
年
に
.
悪
党
海
賊
禁
圧
令
を
出
し
て
い
る
。

阿
波
間
生
夷
荘
を
手
中
に
し
た
岩
松
氏
は
、
こ
の
所
領
を
足
が
か
り
に
し
て
、
四
国
の
勝
浦
新
荘
の
預
所
に
就
任
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
で
に
『
小
松
島
市
史
』
や
『
徳
島
県
史
」
が
明
ら
か
に
て
い
る
よ
う
に
、
岩
松
経
家
は
阿
波
闘
の
海
賊
に
対
処
で
き
る
だ
け
の
政

治
力
と
実
行
力
、
域
事
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
岩
松
氏
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
四
国
に
お
い
て
、
鎌
倉
幕
府
の
命
令
を
受
け
て
、
活
動
を
行
う
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
た
。
岩
松

氏
は
、
初
代
の
時
兼
か
ら
婚
姻
を
媒
介
に
所
領
を
新
田
荘
外
か
ら
も
得
て
、
そ
の
後
も
西
国
に
所
領
を
獲
得
し
て
幅
広
く
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
鎌
倉
攻
め
頃
の
岩
松
家
当
主
の
経
家
は
新
聞
義
貞
・
脇
屋
義
助
兄
弟
を
政
治
力
や
経
済
力
、
軍
事
力
で
上
回
っ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
錯
合
時
代
末
期
の
古
松
経
家
の
新
聞
荘
外
で
の
活
聞
は
、
義
貞
の
初
見
史
料
が
売
券
か
ら
始
ま
る
の
と
は
対
照
的
で
あ

る
。
「
太
平
記
」
の
鎌
合
攻
め
の
記
事
が
、
岩
松
氏
の
錨
合
末
期
頃
の
実
力
を
必
ず
し
も
正
様
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ

」一.九
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ニムハ

う
し
た
所
領
集
積
や
四
国
で
の
活
動
を
示
す
史
料
か
ら
良
く
理
解
で
き
る
。

六
、
播
磨
国
で
も
活
動
し
た
岩
松
経
家

『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
新
田
義
貞
は
錯
倉
攻
略
と
得
宗
北
条
高
時
(
一
四
代
執
権
)
、
最
後
の
執
権
(
一
六
代
)
赤
橋
守
時
ら
の
北
条

氏
一
族
を
討
滅
し
た
功
績
に
よ
り
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
上
野
聞
と
播
磨
国
を
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
通
説
に
お
い
て
も
、
義

A

品】

貞
が
上
野
と
播
磨
、
越
後
の
三
ヶ
国
を
支
配
し
て
い
る
様
子
が
、
史
料
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
『
太
平
記
」
巻
十
二
の
恩
賞

国際日本学論叢

の
記
述
を
引
用
す
る
。

西
源
院
本
『
太
平
記
』
巻
十
二
「
千
種
頭
中
将
事
」

東
圏
西
国
巳
ニ
静
誼
シ
ケ
レ
ハ
、
筑
紫
ヨ
リ
大
伴
、
少
武
、
菊
池
、
松
浦
ノ
者
共
、
大
船
七
百
般
ニ
テ
参
洛
ス
、
新
田
左
馬
助
舎
弟

兵
庫
助
七
千
億
騎
ニ
テ
上
治
セ
ラ
ル
、
此
外
国
々
武
士
共
一
人
モ
不
残
上
リ
集
ル
閥
、
京
白
河
ニ
充
満
シ
テ
、
玉
城
富
貴
日
来
ニ
百

倍
セ
リ
、
諸
軍
勢
之
思
賞
ハ
延
引
ス
ト
モ
、
大
功
ノ
輩
ノ
抽
賞
ヲ
行
ハ
ル
ヘ
シ
ト
テ
、
足
利
治
部
大
輔
商
氏
卿
ニ
武
蔵
、
常
陸
、
下

総
、
三
ヶ
園
、
舎
弟
左
馬
頭
直
義
ニ
遠
江
園
、

河
園
、
楠
判
官
正
成

磨
、
其
弟
治
部
大
輔
義
助
ニ

ニ
摂
浄
圏
、
河
内
園
、
名
和
伯
者
守
長
年
ニ
因
幡
、
伯
香
ノ
両
園
ヲ
ソ
行
ハ
レ
ケ
ル
、
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義
貞
が
上
野
固
と
播
磨
問
、
弟
の
脇
屋
義
助
も
駿
河
聞
を
手
に
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
上
野
固
と
描
胞
は
、
史
料
上
か
ら
も
新
田
氏

の
支
配
を
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
『
太
平
記
」
の
記
述
は
正
し
い
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
脇
屋
義
助
の
騒
河
国
支

配
は
、
史
料
上
で
確
認
で
き
な
い
た
め
に
虚
構
の
可
能
性
が
高
い
。
義
助
が
、
実
際
に
駿
河
国
司
の
職
務
を
果
た
し
た
史
料
と
は
い
え
な

い
が
、
駿
河
国
で
の
脇
屋
義
助
の
足
跡
を
示
す
史
料
も
あ
る
。

『太平記jにおける岩僚経家・族の考察

脇
属
議
助
願
文
写
(
駿
河
丸
子
神
社
・
浅
間
神
社
文
書
)

(
同
睡
・
刈
同
腹
河
邸
カ
}
《
例
V

今
度
為
鎌
倉
追
討
、
当
所
丸
子
神
社
天
暦
任
霊
、
行
光
造
太
万
一
振
寄
進
之
、
武
運
長
久
篠
揮
五
郎
承
之
、
宮
仕
子
神
尾

蔵
人
於
神
前
永
大
祈
龍
可
有
者
也
、

建
武
二
乙
亥
三
月
十
五
日

脇
屋
治
部
源
義
助
(
花
押
)

脇
屋
義
助
が
新
田
氏
一
門
の
武
運
長
久
を
祈
っ
て
、
駿
河
聞
の
丸
子
神
社
へ
太
万
一
振
り
と
願
文
を
納
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
殿

河
国
司
と
し
て
の
活
動
で
は
な
い
が
、
義
助
と
駿
河
聞
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
参
考
に
な
る
。

こ
の
他
に
も
、
『
太
平
記
」
の
中
で
義
貞
が
播
磨
聞
を
自
ら
差
配
で
き
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。

二
七

Hosei University Repository



二
人

A

柑
V

西
源
院
本
『
太
平
記
』
巻
十
六
「
西
国
蜂
起
新
田
義
貞
心
殻
舶
坂
熊
山
等
合
職
事
」

去
程
ニ
新
田
左
中
将
義
貞
朝
臣
、
病
集
能
成
テ
ケ
レ
ハ
、
五
高
齢
騎
ノ
勢
ヲ
卒
シ
、
西
国
へ
下
向
シ
賜
フ
、
後
陣
ノ
勢
ヲ
待
調
ン
為

ニ
、
播
磨
園
賀
古
川
ニ
四
五
日
逗
留
有
ケ
ル
程
ニ
、
宇
津
宮
治
部
大
輔
、
紀
伊
常
陸
守
、
菊
池
次
郎
三
千
館
騎
ニ
テ
下
着
ス
、
其
外

摂
州
播
州
丹
後
ノ
勢
共
、
思
々
ニ
馳
参
リ
ケ
ル
問
、
程
ナ
ク
六
高
齢
騎
ニ
成
ニ
ケ
リ
、
サ
ラ
ハ
躯
テ
、
赤
松
ヲ
退
治
ス
ヘ
シ
ト
テ
、

斑
鳩
ノ
宿
マ
テ
打
寄
給
ヒ
ケ
レ
ハ
、
赤
松
入
道
回
心
、
小
寺
藤
兵
衛
尉
ヲ
以
テ
新
田
鹿
へ
申
ケ
ル
ハ
、
回
心
不
肖
ノ
身
ヲ
叫
テ
、
一
珂

固際日本学論議

ニ
劃
リ
、
組
組
切
出
品
並
シ
襲
、
恐
州
第

7
忠
一
明
ト
コ
ソ
存
セ
シ
ニ
、
恩
賞
ノ
地
、
岡
山
歩
不
調
ノ
輩
ヨ
リ
モ
、
猶
卑
ク属

ヲ
副
テ
下
掛
耳
、
如
副
司
劃
シ
、
品
開
員

ハ
判
明
ヨ
リ

給
テ
、
王
事
母
縦
、
以
恨
朝
敵
ト
ナ
ル
共
、
戴
天
欺
天
乎
、
其
儀
ナ
ラ
ハ
、
愛
ニ
テ
散
月
ヲ
送
共
、
彼
城
ヲ
貰
落
サ
テ
ハ
ト
ヲ
ル
マ

シ
ト
テ
、
六
高
齢
騎
ニ
テ
、
白
旗
ノ
城
ヲ
百
重
千
重
ニ
取
困
ミ
、
夜
輩
五
十
日
、
息
ヲ
繕
セ
ス
シ
テ
攻
ラ
レ
ケ
ル
、

こ
の
『
太
平
記
』
巻
十
六
の
記
述
に
よ
る
と
、
義
貞
は
、
延
元
元
・
建
武
三
(
一
三
三
六
)
年
に
九
州
へ
敗
走
し
た
足
利
噂
氏
と
直
義

兄
弟
に
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
、
中
園
地
方
へ
出
陣
し
た
時
に
悪
党
赤
松
円
心
の
龍
る
播
磨
国
白
旗
城
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
。
龍
域
の
準
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備
が
不
十
分
だ
っ
た
赤
松
円
心
は
、
早
速
義
貞
に
対
し
て
後
醍
醐
天
皇
の
恩
賞
に
不
満
が
あ
っ
た
の
で
、
播
磨
固
守
護
職
を
拝
命
で
き
れ

ば
、
護
良
(
兵
部
卿
)
親
王
の
御
思
も
あ
る
か
ら
宮
方
(
南
朝
)
へ
寝
返
る
と
い
う
内
容
の
虚
言
を
使
っ
た
。
こ
の
時
、
義
貞
は
赤
松
円

心
の
申
し
出
を
真
に
受
け
て
、
そ
の
論
旨
を
京
都
か
ら
縛
る
た
め
に
日
数
を
費
や
し
、
大
勢
を
失
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
円
心
が
謀
っ
た
こ

と
に
怒
っ
た
義
貞
は
、
白
旗
城
を
攻
略
し
よ
う
と
攻
め
立
て
た
が
、
つ
い
に
攻
略
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
義
貞
と
赤
松
円
心
の
白
旗
城
を

『太平記Jにおける岩松経家ー肢の考察

め
ぐ
る
攻
防
戦
は
、
激
職
が
展
開
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
物
語
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

{
印
}

海
老
名
最
知
申
状
(
海
老
名
文
書
)

立
申
紛
失
事

海
老
名
源
三
郎
景
知
陶
・
文
書
紛
失
事

右
子
細
者
、
播
磨
国
矢
野
庄
内
別
名
下
司
舗
者
、
賜
文
治
二
年
御
下
文
、
知
行
無
相
違
之
処
也
、
而
弘
安
五
年
十
一
月
廿
五
日
預
御

〈

矢

野

】

(

ヒ

有

智

}

{

海

老

名

季

茂

}

下
知
回
帯
、
仙
留
案
等
分
明
也
、
依
之
盛
重
譲
頼
保
状
一
通
、
又
願
念
俗
名
頼
保
譲
袈
裟
王
丸
状
一
通
、
季
茂
童
名
袈
裟
玉

【
赤
血
仏
則
村
)

丸
譲
頼
重
状
一
通
、
将
又
、
頼
重
譲
景
知
国
車
、
而
以
彼
御
下
知
状
以
下
譲
状
等
、
於
建
武
三
年
故
赤
松
取

磨
国
被
構
白
旗
城

之
刻
、
自
最
初
楯
寵
景
知
同
事
、

制
田
義
貞
与
類
、
寄
来
那
波
浦
大
嶋
城
之
閥
、
以
景
知
若
党
等
、
錐
致
合
戦
、
彼
没
落
誌
、
然
間

云
当
所
、
云
景
知
宿
所
、
|
劃
耐
山
之
刻
、
|
釦
劃
劃
帯
罫
以
A
V

失
畢
、
難
然
、
留
案
右
備
此
条
、
無
其
隠
之
上
者
、
申
請
御
存
知

人
々
誼
判
、
為
備
後
設
亀
鏡
、
何
紛
失
之
状
加
件
、

{
海
老
名
}

掘
景
知
(
花
押
)

康
永
二
年
八
月
日

ニ
九
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。

「
文
書
紛
失
之
段
承
候
筆
、

(
海
老
名
)

甑
季
賢
(
花
押
)

〈
中
略
〉

文
書
紛
失
事
承
候
挙
、

康
永
二
年
八
月
日

雅
楽
助
貞
範(花
押
)

《
押
紙
)

「
赤
松
筑
前
守
」

国際日本学論壇

こ
の
史
料
の
中
で
、
海
老
名
景
知
が
白
旗
域
合
戦
の
際
に
赤
松
円
心
方
に
参
加
し
た
た
め
に
、
義
貞
箪
の
放
火
に
よ
っ
て
、
重
代
相
伝

の
古
文
書
を
控
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
義
貞
寧
が
、
白
旗
城
を
攻
略
で
き
な
い
た
め
に
い
ら
だ
っ
た
の
か
、
放
火
ま
で

し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

そ
の
後
、
義
貞
寧
は
脇
屋
義
助
の
進
言
を
受
け
入
れ
て
、
赤
松
氏
の
播
磨
国
白
旗
城
を
力
攻
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
包
囲
に
と
ど
め

て
脇
屋
義
助
に
別
働
隊
を
あ
ず
け
、
山
陽
道
を
西
へ
下
し
た
。

義
貞
は
元
弘
の
内
乱
の
功
績
で
播
磨
国
を
得
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
播
磨
国
守
護
職
を
赤
松
円
心
へ
譲
る
こ
と
を
実
行
に
移
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
赤
松
円
心
は
自
ら
が
得
る
は
ず
だ
っ
た
播
磨
国
司
を
新
田
義
貞
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
逆
恨
み
を
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
義
貞
へ
の
当
て
つ
け
の
意
味
合
い
も
こ
め
た
謀
略
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
太
平
記
』
や
通
説
で
は
、
新
田
義
貞
が
恩
賞
と
し
て
得
た
播
磨
固
で
あ
っ
た
が
、
岩
松
経
家
の
播
磨
国
で
の
動
き
を
考
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え
さ
せ
る
史
料
が
存
在
す
る
の
で
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

『太平記jにおける訂佼綬家・践の考察

後
醍
醐
天
皇
論
旨
(
由
良
文
書
)

伊
勢
固
笠
間
庄

駿
河
岡
越
俣
郷

同
園
甜
御
厨

同
岡
大
池
庄

駿
河
岡
大
岡
庄

甲
斐
岡
安
村
別
符

陸
奥
闘
泉
荒
田

出
羽
園
曾
津

磨
困
踊
居
庄

土
左
岡
下
中
沖
山

維
貞
(
大
悌
)
跡

泰
家
(
北
焼
)
法
師
跡

楽
家
跡

商
家
(
名
趨
)
跡

泰
家
法
師
跡

同
跡
同
跡
顕
業
(
金
滞
)
跡

維
貞
跡

布
、
所
々
地
顕
職
、
可
令
管
領
者
、

事
借
家
法
師
跡

天
白
米
如
件
、
仙
執
迷
如
件
、

元
弘
三
年
七
月
十
九
日

{
岡
崎
範
闘
}

式
部
少
輔
(
花
押
)
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同際日本学論議

一一一一一

(
円
七
品
相
経
家
)

兵

部

大

輔

殿

一臼

後
醍
醐
天
皇
論
旨
(
由
良
文
書
)

掛
磨
園
福
骨
底
割
判
|
被
止
良
日
知
行
之
上
者
、
止
其
妨
、
可
被

所
務
者
、

天
試
如
此
、
何
執
達
如
件
、

A

建
武
一
応
年
)

三
月
廿
二
日

(
岩
紙
経
家
)

新
田
兵
部
大
輔
殿

右
小
弁
藤
長

こ
の
史
料
は
、
建
武
元
年
三
月
に
播
磨
聞
福
居
荘
で
良
日
と
い
う
人
物
の
知
行
を
や
め
る
の
で
、
そ
の
妨
害
を
早
く
と
め
よ
と
い
う
内

容
の
給
旨
で
あ
る
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
岩
松
経
家
が
後
醍
醐
天
皇
の
論
旨
に
よ
っ
て
、
描
磨
国
福
居
荘
(
北
条
氏
一
門
大
仏
維
貞

跡
)
を
賜
っ
て
い
る
。
岩
松
経
家
が
天
皇
の
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
家
も
播
磨
国
で
義
貞
と
は
別
に
行
動
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
岩
松
経
家
の
播
磨
国
で
の
動
向
を
伝
え
る
史
料
は
、
こ
の
他
に
現
存
し
な
い
た
め
に
播
磨
固
で
ど
の
よ
う
な
動
き
を

し
て
い
た
の
か
追
究
で
き
な
い
。

し
か
し
、
義
貞
が
副
司
に
就
任
し
た
播
磨
国
で
、
後
醍
朗
天
皇
の
論
旨
を
得
た
岩
松
経
家
が
活
動
し
て
い
る
と
い
う
史
料
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
義
貞
の
播
磨
国
支
配
を
脅
か
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
岩
松
氏
は
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
後
か
ら
足

利
方
に
な
り
、
少
し
ず
つ
義
貞
・
義
助
兄
弟
と
対
立
す
る
関
係
に
な
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
、
新
田
義
貞
の
播
磨
支
配
を
円
滑
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に
す
る
た
め
に
、
描
麿
国
府
中
(
描
暗
闇
街
)
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
里
見
義
俊
が
、
建
武
二
年
六
月
に
何
者
か
に
教
書
さ
れ
て
し
ま
っ

た
事
実
も
あ
ふ
羽
こ
れ
は
、
里
見
義
俊
が
世
間
回
目
代
と
し
て
現
地
に
出
張
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
抵
抗
勢
力
(
足
利
氏
与
党
)
の
た
め
に

殺
害
さ
れ
た
可
能
性
が
商
い
。
里
見
氏
殺
害
の
首
謀
者
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
播
磨
聞
に
強
い
影
響
力
を
持
ち
、

題
党
職
術
に
長
け
た
赤
松
氏
の
一
派
に
襲
撃
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

『太平記』における岩訟経家一族の考察

足
利
方
の
岩
松
経
家
が
掃
邸
周
輔
居
荘
で
の
乱
妨
を
鋭
め
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
岩
松
氏
の
経
済
力
や
軍
事
力
に
捌

待
感
が
あ
っ
た
と
の
解
釈
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
聞
義
貞
の
播
磨
国
支
配
は
万
事
円
滑
な
も
の
で
は
な
く
、
本
軍
で
見
た
よ

う
に
在
地
に
足
利
氏
与
党
の
赤
松
円
心
の
一
族
が
城
郭
を
構
え
、
足
利
方
の
岩
訟
氏
も
播
磨
固
に
利
植
を
持
っ
て
い
て
、
無
視
で
き
な
い

勢
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
義
貞
の
描
鹿
国
支
配
が
前
途
多
難
に
満
ち
て
い
た
こ
と
だ
け
は
、
間
違
い
な
い
。

七
、
終
わ
り
に

岩
松
氏
は
『
太
平
記
』
の
鎌
倉
攻
め
の
場
面
に
お
い
て
、
化
粧
痕
切
通
を
攻
め
る
新
田
義
貞
・
脇
屋
義
助
兄
弟
の
新
田
本
軍
の
一
貝
と

し
て
姿
を
現
す
の
み
で
、
切
過
の
大
将
格
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
史
科
を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
、
岩
松
経
家
が
小
袋
坂
切

通
や
長
勝
寺
前
付
近
で
大
将
格
と
し
て
奮
戦
し
て
い
た
。
そ
の
他
、
岩
松
経
政
も
霊
山
(
極
楽
寺
坂
1
稲
村
ヶ
崎
)
で
采
配
を
振
る
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
史
科
上
の
記
述
は
、
岩
松
氏
の
真
の
力
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
岩
松
氏
自
体
の
阻
進
を
考
え
れ
ば
、
納

得
の
ゆ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
末
期
に
岩
松
経
家
が
、
四
国
で
態
党
取
締
に
一
役
買
っ
て
い
る
な
ど
岩
松
氏
の
活
阻
は
新
田
荘
内
外
で
も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

一一一一一一
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四

っ
た
。
岩
松
氏
が
鎌
倉
末
期
に
足
利
氏
と
辿
捕
し
て
い
た
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
新
田
荘
外
の
活
動
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
義

貞
の
鯨
倉
攻
め
は
、
岩
佳
氏
の
広
域
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
緊
密
な
足
利
移
民
・
直
義
兄
弟
と
の
連
携
作
臓
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
太
平
記
』
巻
十
の
義
貞
が
、
鎌
倉
幕
府
の
派
遣
し
た
徴
税
使
黒
招
彦
四
郎
入
道
殺
害

(
太
田
市
世
良
聞
の
二
体
地
蔵
塚
史
跡
)
と
紀
出
鍵
介
親
迎
の
捕
縛
と
い
う
感
情
的
な
突
発
的
事
態
に
よ
り
、
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
で
生
品
明

一
脚
で
挙
兵
し
た
と
い
う
記
述
は
こ
う
し
た
史
料
の
検
肘
か
ら
も
矛
盾
し
て
い
る
と
提
言
し
た
い
。

『
太
平
記
」
の
作
者
が
、
義
貞
と
脇
屋
義
助
を
中
心
に
し
た
新
田
氏
本
宗
系
統
(
大
館
氏
・
堀
口
氏
)
に
重
点
を
置
い
て
執
筆
し
て
い

た
事
実
が
、
史
料
と
の
対
比
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
岩
松
経
家
の
阿
渡
国
で
の
活
動
を
踏
ま
え
て
も
、
「
太
平
記
』
作
者
の
新

国際日本学論叢

田
義
貞
び
い
き
が
、
通
説
以
上
に
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

史
科
を
考
察
し
た
結
果
、
岩
松
経
家
が
小
袋
坂
切
通
で
指
摘
官
級
の
武
将
と
し
て
、
縦
横
無
尽
に
幕
府
軍
を
翻
弄
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
し
て
、
融
職
区
の
極
楽
寺
坂

1
稲
村
ヶ
崎
の
ラ
イ
ン
は
新
田
氏
本
宗
系
の
実
力
者
大
館
幸
氏
・
氏
明
兄
弟
、
足
利
千
寿
王

(
後
の
足
利
義
詮
)
を
擁
立
し
た
世
良
田
満
義
、
岩
松
経
政
が
一
致
協
力
し
て
幕
府
(
北
条
氏
)
寧
と
白
熱
の
攻
防
職
を
展
開
し
た
と
い

う
構
図
が
、
実
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
義
貞
が
恩
賞
と
し
て
得
た
播
磨
国
の
支
配
(
播
磨
周
司
)
も
、
在
地
に
械
を
構
え
る
赤
松
円
心
の
一
一
族
や
足
利
方
に
味
方
し
て

急
速
に
台
頭
し
て
き
た
岩
松
経
家
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
詣
文
の
史
・
資
料
、
論
文
収
集
や
辞
書
検
索
等
で
は
、
特
に
明
治
大
学
中
央
図
書
館
(
千
代
田
区
)
と
明
治
大
学
和
泉
図
書
館
(
杉

並
区
)
、
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
附
属
問
書
館
(
調
布
市
)
、
帝
京
大
学
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
(
八
王
子
市
)
、
専
修
大

学
図
書
館
(
神
田
分
館
)
、
園
祭
院
大
祭
間
帯
館
(
渋
谷
区
)
、
調
布
市
立
中
央
図
書
館
(
調
布
市
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
(
立
川
市
)
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で
御
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

『太平記』における岩訟綬家・族の考祭

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 1.主

久
米
邦
武
「
太
平
紀
は
史
学
に
鋒
な
し
」
(
『
史
般
会
総
桂
一
一
一
、
一
八
九
一
年
)
一
悶

.q

峰
隙
純
夫
「
新
聞
義
氏
』
(
古
川
弘
文
館
、
三

O
O五
年
)
。

奥
富
敬
之
『
上
州
続
問
一
一
旗
』
(
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
)
八
四
i
一
一
六
一
向
。

佐
滋
和
彦
『
湖
北
朝
内
乱
』
(
小
学
館
、
一
九
七
四
年
)
八
0
1八
一
真
。

問
中
先
端
保
「
新
聞
昌
晴
氏
」
(
媛
井
彦
ほ
か
細
『
足
利
噂
氏
の
す
べ
て
」
新
人
物
往
来
社
、
二

O
O
八
年
)
一
・
間
五
i
一
一
五
三
頁
。

「
逗
子
市
皐
〈
通
史
編
〉
(
神
安
川
県
逗
子
市
、
一
九
九
七
年
)
。

録
時
純
夫
「
新
聞
岩
松
氏
』
(
戎
光
祥
出
版
、
二

O
一
一
年
)
六
六
1
六
九
頁
。

『
太
岡
市
史
」
〈
史
科
舗
中
世
〉
(
群
馬
県
太
岡
市
、
一
九
八
六
年
)
一
七
三
.
真
。

小
此
木
卸
之
「
M

誕
祭
寺
文
書
』
(
鋭
辞
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
年
)
文
書
番
号
四
O
。

『
田
町
馬
県
史
』
〈
資
科
舗
5
中
世
1
〉
(
群
馬
県
、
一
九
七
八
年
)
正
水
文
書
一
五
号
。

『
太
田
市
史
』
〈
史
料
困
問
中
世
〉
(
群
馬
県
太
田
市
、
一
九
八
六
年
)
ご
三
七
頁
。

『
太
田
市
皐
〈
史
料
舗
中
世
〉
(
群
馬
県
太
田
市
、
一
九
八
六
年
)
六
五
O
頁。

「
太
岡
市
皐
〈
市
民
科
舗
中
世
〉
(
群
馬
県
太
岡
市
、
一
九
八
六
年
)
七
O
五
頁
。

「
大
泉
町
誌
」
〈
下
巻
歴
史
編
〉
(
群
馬
県
邑
楽
都
大
泉
町
、
一
九
八
三
年
)
一
一
一
-
一
七
頁
。

「
太
閤
市
旦
〈
史
科
街
中
世
〉
(
群
馬
県
太
閤
市
、
一
九
八
六
年
)
三
九
五
頁
。

鷲
尾
願
敬
校
訂
『
商
源
院
本
太
平
記
』
(
刀
江
容
院
、
一
九
三
六
年
)
一
一
一
一
一
七
S
二
三
九
頁
。

天
正
本
『
太
平
記
』
(
同
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
)
整
理
番
号
E
一
四
コ
一
六
。

長
谷
川
治
校
訂
『
太
平
記
』
〈
新
舗
日
本
古
典
文
学
会
的
措
五
阿
〉
(
小
学
館
、
一
九
九
四
年
}
四
八
一

-
S
四
九
二
頁
。

鷲
尾
順
敏
校
訂
「
西
源
院
本
太
平
記
」
(
刀
江
書
院
、
一
九
三
六
年
)
六
四
六
6

工
・
四
七
質
。

『-M都
大
学
本
能
伝
鎗
』
(
京
都
大
学
同
文
鎗
ム
耳
、
一
九
六
四
年
)
一
九
賞
。

『
群
島
県
史
』
〈
資
料
編
6
中
世
2
編
年
史
料
l
〉
(
誹
潟
県
、
一
九
八
四
年
)
文
俊
昏
サ
二
-
一
-
一

(
間
同
)

(
叩
)

(
却
)

五
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....... 
1、

国際日:本学論議

(
幻
)
『
邑
鶴
市
町
総
』
〈
上
〉
{
瀞
馬
県
邑
濃
郡
邑
楽
町
、
一
九
人
三
年
)
三
六
三
頁
。

(
担
}
鷲
尾
蹴
欲
技
師
『
西
源
院
本
太
平
記
』
{
刀
江
徳
院
、
一
丸
三
六
年
)
六
七
六
買
。

(
幻
)
除
熔
純
夫
『
新
国
務
息
苦
川
弘
文
館
、
二
O
O五
年
)
五
三

1
五
六
質
。

{M)

『
太
岡
市
皐
〈
史
料
編
中
世
〉
(
癖
馬
県
太
岡
市
、
}
九
八
六
年
)
六
-
=
τ
六
一
回
質
。

{
お
}
義
哉
磯
市
北
朝
の
助
基
吉
川
弘
文
館
、
ニ
O
O七
年
)
悶
=
買
。

〈
お
}
『
静
岡
両
県
奥
』
〈
資
将
絹
6
中
世
2
編
年
史
創
刊
1
〉
(
齢
別
刷
階
、
-
・
九
八
四
年
)
文
書
番
号
五
六
八
。

(
幻
}
紛
野
盆
秀
「
『
太
平
呂
に
お
け
る
大
館
氏
と
江
田
氏
の

9
4
T舘
倉
攻
め
館
薬
品
す
筏
切
過
の
記
述
を
中
心
に

l
」
{
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
謹
六
九
、

法
政
大
院
、
ニ
O
二
一
年
三

(
帽
岨
)
降
熔
純
夫
『
続
問
議
息
〈
古
川
弘
文
館
、
-
一
O
O
五
年
)
一
五
人
よ
六
二
頁
。

(
却
)
時
帰
純
夫
「
新
聞
議
息
(
古
川
弘
文
館
、
一
一
O
O五
年
)
一
五
八
頁
の
五
1
七
行
目
。

(
泊
)
『
前
北
朝
遺
文
』
〈
関
東
編
第
二
事
{
東
京
掌
出
版
、
二
O
O
七
年
)
文
脅
番
号
O
四
ニ
コ

(
担
)
吉
井
功
児
「
建
武
政
梅
期
の
闘
司
と
守
護
』
〈
近
代
文
益
社
、
-
九
九
三
年
)
三
九
頁
。

(
認
)
『
幅
制
悶
町
路
」
〈
第
四
巻
特
集
編
新
田
荘
と
新
聞
氏
〉
(
群
馬
県
新
岡
郡
新
田
町
、
一
九
八
四
年
)
一
一
七
一

-1
二
七
三
.
弓

(
お
)
『
群
馬
県
史
」
〈
資
料
筒
6
中
世
2
編
年
史
料
1
〉
(
群
馬
県
、
一
九
八
四
年
)
文
書
番
号
五
六
九
。

(
鈍
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
〈
一
四
神
奈
川
県
〉
(
角
川
替
市
刷
、
一
九
八
四
年
}
五
八
八
頁
「
長
膝
寺
、

(
お
)
注
幻
と
同
じ
。

(
お
)
『
太
田
市
史
」
〈
史
斜
組
中
世
〉
(
群
馬
県
太
悶
前
、
一
九
八
六
年
)
七
九
』
入
O
頁。

(
訂
〉
『
太
田
市
史
」
〈
史
料
組
中
世
〉
(
群
馬
県
太
悶
市
、
-
九
八
六
年
)
八
三
頁
。

(
お
)
『
太
田
市
史
」
〈
史
料
組
中
世
〉
(
群
馬
県
太
回
市
、
一
九
八
六
年
)
一

O
七
1
一
O
入
頁
1

〔
却
〉
久
保
囚
瓶
一
『
新
悶
一
族
の
盛
衰
』
(
あ
か
ぎ
刷
版
、

=
o
O三
年
〉
。

(
仰
}
『
銭
倉
遺
文
』
〈
古
文
書
錨
第
三
十
七
巻
〉
(
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
)
文
書
番
号
二
八
七
三
問
。

(HS
『
日
置
川
町
主
〈
第
-
巻
中
世
絹
〉
(
和
歌
山
県
西
牟
製
部
日
置
川
町
、
ニ
O
O五
年
)
小
山
氏
関
巡
史
将
一
一
一
一
二
到
。

{
必
)
網
野
線
彦
「
鎗
倉
幕
府
の
海
賦
特
別
圧
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
雄
史
」
二
九
九
、
一
九
七
三
年
)
。

〈
必
}
『
小
絞
島
市
島
〈
上
巻
〉
(
小
伝
向
市
、
-
九
七
問
主
。
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『太平記jにおける計松経家・族の考察

45 4.1 

『
徳
島
県
史
」
〈
第
一
一
巻
〉
(
徳
島
県
、
一
九
六
六
年
)
。

臨
時
停
純
夫
『
新
回
義
則
」
(
古
川
弘
文
館
、
二

O
O五
年
三

『
太
田
市
史
」
〈
通
史
編
中
世
)
(
群
馬
県
太
田
市
・
一
九
九
七
年
)
。

鷲
尾
順
敬
校
訂
「
西
源
院
本
太
平
記
』
(
刀
江
省
院
、
一
九
一
一
一
六
年
)
三

O
七
3
一二

O
八
頁
。

『
南
北
朝
迫
文
」
〈
関
東
編
第
一
巻
〉
(
東
京
堂
出
版
、
二

O
O七
年
)
文
書
番
号
二
一
四
。

鷲
尾
順
敬
校
訂
「
西
滋
院
本
太
平
記
」
{
刀
江
脅
院
、
一
九
三
六
年
)
四
三
ニ

1
四
三
三
頁
。

『
厄
・
尚
町
総
」
〈
通
史
紹
上
巻
〉
(
群
馬
県
新
聞
郡
尾
島
町
、
一
九
九
三
年
)
三
三
七
百
H

。

『
兵
附
県
島
〈
史
料
制
中
世
3
〉
(
兵
船
県
、
一
九
八
八
年
)
二
八
土
一
九
.ha

『
兵
附
県
庄
〈
崎
別
2
巻
〉
(
兵
船
県
、
一
九
七
五
年
)
六
附
入
1
六
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Abstract 

This paper considers the Iwamatsu Tsuneie clan trend by comparing and 

examining Taiheiki and historical records. In the conventional history, it was 

the principal axis to research of the capability of the politics and the military 

affairs of a Nitta Yoshisada individual, the Southern Dynasty, meaning, etc. 

Moreover, in Nitta clan research in Taiheiki, it was the mainstream to 

consider Yoshisada1s person image which led comparison with other 

generals. Then, I would like to clarify the Iwamatsu clan image in the view to 

the Iwamatsu Tsuneie clan of the Ttheiki author, or Taiheiki by performing 

contrast of Taiheiki and historical records. 

The ancient documents of houses, etc. are used for historical records. I 

utilize Taiheiki,theSeigenin·bon made old also in Taiheiki. 

A prologue shows way return of a previous work, the meaning of its 

research, a viewpoint, and a measure plan. 

This paper, I focus on the influential branch, Iwamatsu. Although the 

lwamatsu were not important figures in Taiheiki, I have considered what 

kind of activity there actually was using the historical records related to 

lwamatsu Tsuneie and Iwamatsu Tsunemasa. As a result, although 

Iwamatsu branch was represented by only one general in Taiheiki, it is 

shown clearly in fact that two had participated at the level of general class in 

the Kamakura attack. 

In the last chapter, I described the result and subject of this paper and the 

view of future research. 
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